
　　　　　　　　まもる

cv護（護床・根固めブロック）

施工マニュアル

令和２年７月

cv研究会

令和２年７月改訂版



目　　的

適用範囲

本マニュアルは工事を円滑に行い、施工者の施工技術によりその性能を確保し、より安全
で耐久性に優れた護床・根固工を構築するための基本事項をまとめたものである。

本書は、ｃｖ護(護床・根固めブロック)ついて述べられたものであり、本製品のみ適用す
る。
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１．Ｃｖ護の特長

２．製品寸法図

３．参考断面図

４．参考配列図
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５．施工について注意事項

           ①　　基面整正

               ○設置河床面にはできるだけ不陸がないように整地を行い、根固め工の上下流端は
　                入念に整える。

　　　　　②－１製品の吊上げ：Ａブロック，Ｂブロック

　　　　　　　○専用吊り金具(Vﾊﾝｶﾞｰ:ＮＶ20×50TS)又は、フック付き挿入鉄筋を利用しワイヤーで吊上げる。
　　　　　　　　(※吊り具は確実に取り付け、絶対に吊り荷の下での作業は行わない。)

（１）専用吊り金具(Vﾊﾝｶﾞｰ:ＮＶ20×50TS)による吊り上げ

（２）フック付き挿入鉄筋による吊り上げ

専用吊り金具(NV20×50TS)

［ﾊﾝﾄﾞﾙｶﾗｰは､ﾌﾞﾙｰです］
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　　　　　②－２製品の吊上げ：Ｃブロック，Ｄブロック

　　　　　　　○専用吊り金具(デーハーアンカー:1tカプラー)又は、フック付き挿入鉄筋を利用し
　　　　　　　　ワイヤーで吊上げる。
　　　　　　　　(※吊り具は確実に取り付け、絶対に吊り荷の下での作業は行わない。)

（１）専用吊り金具(デーハーアンカー:1tカプラー)による吊り上げ

（２）フック付き挿入鉄筋による吊り上げ

　　　　　③製品据付

　　　　　　　○河床勾配に沿って製品を据え付け、配置図と照らし合わせ確認しながら、据え付ける。

　　　　　　　○目地間隔は、製品下部で設計を行っています。施工時の目地間隔調整は、製品上部で行うため
　　　　　　 　　目地間隔＋２０ｍｍで行う。（図面集の配列図参照）

※A１ブロックの場合は、a＋13mmで行う。

　　　　　④製品連結

　　　　 　　 ○連結鉄筋又は連結金具により連結する。

　　　　　⑤中詰め

　　　　 　　 ○製品本体に中詰め石(0.5ｔブロック)又は、コンクリートを施工する。

　　　　 　　 ○中詰めコンクリートの強度は、１８Ｎ／mm
2
以上とする。

          ⑥完　了
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６．施工方法について

７．移動及び据付要領について
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参考資料：施工管理基準（国土交通省土木工事施工管理基準及び規格値(案)より）
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参考資料：養生温度および養生条件（社団法人セメント協会）
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８．標準施工の場合
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（１）０.５ｔブロックの場合

①Ａ1ブロック現場据付

②連結鉄筋設置、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(Φ30)　４ｹ所設置

③中詰めコンクリート打設（中詰めｺﾝｸﾘｰﾄの強度：18Ｎ／mm
2
以上)　　→　養生

　　［バックアップ材設置状況］

④完成

完　　成

Ａ1ブロック据付
↓

連結鉄筋、
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材設置

↓
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設、養生

↓

重ね継ぎ手長さ：５６０mm以上

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

(SD345使用)
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（２）１.０ｔブロックの場合

①Ａブロック現場据付

②連結鉄筋設置、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(Φ30)　４ｹ所設置

③中詰めコンクリート打設（中詰めｺﾝｸﾘｰﾄの強度：18Ｎ／mm
2
以上)　　→　養生

　　［バックアップ材設置状況］

④完成

↓
Ａブロック据付

連結鉄筋、
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材設置

↓
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設、養生

↓
完　　成

重ね継ぎ手長さ：５６０mm以上

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

(SD345使用)
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（３）２.０ｔブロックの場合

①Ｂブロック現場据付・連結

②連結鉄筋設置、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(Φ30)　６ｹ所設置

③中詰めコンクリート打設（中詰めｺﾝｸﾘｰﾄの強度：18Ｎ／mm
2
以上)　　→　養生

④完成

↓

Ｂブロック据付
↓

Ｂブロック連結

連結鉄筋、
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材設置

↓
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設、養生

↓
完　　成

重ね継ぎ手長さ：５６０mm以上

結合ボルト

結合ﾎﾞﾙﾄ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(SD345使用)
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（４）３．０ｔブロックの場合

①Ｃブロックをヤードへ納入→結合アングルを使用して組み立て

　→現場据付け

（※）Ｃブロックは、予め工場にて組み立てた製品を出荷することも可能です。

（※）組み立て手順は、Ｐ４２参照。

②連結鉄筋設置及びバックアップ材（Φ３５）８ｹ所設置

③中詰めコンクリート打設（中詰めコンクリートの強度：18N/mm2以上）　→　養生

④完成

ヤードに敷鉄板を設置

敷鉄板上で、Ｃブロック連結・組み立て（※）

↓

↓

↓

現場据付け

↓

完　　成

連結鉄筋、
バックアップ材設置

↓

コンクリート打設、養生

結合アングル

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

(SD345使用)連結鉄筋(Ｄ１９)

組み立て
現場据付け

製品重量は、中央の穴にコンクリートを打設しなくても満たしているので、打設の必要はありません。

重ね継ぎ手長さ：６６５mm以上
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（５）４．０ｔブロックの場合

①Ｄブロックをヤードへ納入→結合アングルを使用して組み立て

　→現場据付け

（※）Ｄブロックは、予め工場にて組み立てた製品を出荷することも可能です。

（※）組み立て手順は、Ｐ４２参照。

②連結鉄筋設置及びバックアップ材（Φ３５）８ｹ所設置

③中詰めコンクリート打設（中詰めコンクリートの強度：18N/mm2以上）　→　養生

④完成

ヤードに敷鉄板を設置

敷鉄板上でＤブロック連結・組み立て（※）

↓

↓

↓

現場据え付け

コンクリート打設、養生

↓

完　　成

連結鉄筋、
バックアップ材設置

↓

結合アングル

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

(SD345使用)連結鉄筋(Ｄ１９)

組み立て
現場据付け

重ね継ぎ手長さ：６６５mm以上

製品重量は、中央の穴にコンクリートを打設しなくても満たしているので、打設の必要はありません。
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９．ヤード製作施工の場合
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（１）０.５ｔブロックの場合

①Ａ1ブロックヤード納入

②挿入鉄筋設置、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(Φ30)　４ｹ所設置

　　　［バックアップ材設置状況］

③中詰めコンクリート打設（中詰めｺﾝｸﾘｰﾄの強度：18Ｎ／mm
2
以上)　→　養生

④ヤードから現場へ据付・連結金具設置・完成

［河川の汚濁防止のため、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材の
上部を取り外す］

ブロック据付
↓

連結金具設置
↓

完　　　成

↓

ヤード納入
↓

挿入鉄筋、
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材設置

↓
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設、養生

連結金具

フック付き挿入鉄筋：Ｄ１６ (SD345)

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材
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（２）１.０ｔブロックの場合

①Ａブロックヤード納入

②挿入鉄筋設置、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(Φ30)　４ｹ所設置

　　［バックアップ材設置状況］

③中詰めコンクリート打設（中詰めｺﾝｸﾘｰﾄの強度：18Ｎ／mm
2
以上)　→　養生

④ヤードから現場へ据付・連結金具設置・完成

［河川の汚濁防止のため、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材の
上部を取り外す］

ヤード納入
↓

挿入鉄筋、
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材設置

↓

↓
完　　　成

連結金具設置

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設、養生
↓

ブロック据付
↓

連結金具

フック付き挿入鉄筋：Ｄ１６ (SD345)

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材
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（３）２.０ｔブロックの場合

①ヤード納入、Ｂブロック結合

②挿入鉄筋設置、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(Φ30)　６ｹ所設置

③中詰めコンクリート打設（中詰めｺﾝｸﾘｰﾄの強度：18Ｎ／mm
2
以上)　→　養生

④ヤードから現場へ据付・連結金具設置・完成

↓

ヤード納入
↓

Ｂブロック結合
↓

挿入鉄筋、
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材設置

［河川の汚濁防止のため、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材の
上部を取り外す］

完　　成

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設、養生
↓

ブロック据付
↓

連結金具設置
↓

フック付き挿入鉄筋：Ｄ１６ (SD345)

連結金具

結合ボルト

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材
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（４）３.０ｔブロックの場合

①Ｃブロックヤード納入、Ｃブロック結合

（※）Ｃブロックは、予め工場にて組み立てた製品を出荷することも可能です。

（※）組み立て手順は、Ｐ４２参照。

②挿入鉄筋設置、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(Φ35)　８ｹ所設置

③中詰めコンクリート打設（中詰めｺﾝｸﾘｰﾄの強度：18Ｎ／mm
2
以上)　→　養生

④ヤードから現場へ据付・連結金具設置・完成

ヤードに敷鉄板を設置

↓

↓

↓

挿入鉄筋、
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材設置

敷鉄板上で、Ｃブロック結合・組み立て（※）

［河川の汚濁防止のため、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材の
上部を取り外す］

完　　成

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設、養生
↓

ブロック据付
↓

連結金具設置
↓

フック付き挿入鉄筋：Ｄ１9 (SD345)

連結金具

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

結合アングル

組み立て

製品重量は、中央の穴にコンクリートを打設しなくても満たしているので、打設の必要はありません。
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（５）４.０ｔブロックの場合

①Ｄブロックヤード納入、Ｄブロック結合

（※）Ｄブロックは、予め工場にて組み立てた製品を出荷することも可能です。

（※）組み立て手順は、Ｐ４２参照。

②挿入鉄筋設置、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材(Φ35)　８ｹ所設置

③中詰めコンクリート打設（中詰めｺﾝｸﾘｰﾄの強度：18Ｎ／mm2以上)　→　養生

④ヤードから現場へ据付・連結金具設置・完成

ヤードに敷鉄板を設置

敷鉄板上でＤブロック結合・組み立て（※）

↓

↓

↓

挿入鉄筋、
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材設置

［河川の汚濁防止のため、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材の
上部を取り外す］

完　　成

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設、養生
↓

ブロック据付
↓

連結金具設置
↓

フック付き挿入鉄筋：Ｄ１9 (SD345)

連結金具

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

結合アングル

組み立て

製品重量は、中央の穴にコンクリートを打設しなくても満たしているので、打設の必要はありません。
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①　製　品　図

②　標準施工　標準配置図

③　ヤード製作施工　標準配置図

④　使用部材詳細図

⑤　3.0ｔ・4.0ｔ用ブロック施工(組み立て)手順

cv護　図面集
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参考資料

0.5ｔ仕様(1t用Aﾌﾞﾛｯｸ使用)　中詰め施工例
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①現場据え付け

②中詰め石施工→完成

中詰石

↓

完　　成

↓

0.5ｔ仕様(1t用Aﾌﾞﾛｯｸ使用)　中詰め施工例

現場にてブロック据付

　1.ﾌﾞﾛｯｸ同士の連結は、ありません。

　2.噛み合わせ構造のため、ﾌﾞﾛｯｸ同士の目地間隔は、５０mm以下とします。
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